
道路建設事業の再評価項目調書

一般国道１８０号

事 業 名 総社・一 宮バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
そうじゃ いちのみや

所 在 地 岡山県岡山市楢津～岡山県総社市井尻野
おかやま おかやま な ら づ おかやま そうじゃ い じ り の

事 業 概 要 一般国道１８０号は岡山市を起点として、総社市を経由し松江市へ至る延長約１７

０ｋｍの主要幹線道路である。

総社・一宮バイパスは、岡山市北西部及び総社市における一般国道１８０号の交通

混雑緩和及び交通安全の確保を目的とした延長１５．９ｋｍの道路である。また、起

点部の一部区間は、地域高規格道路「岡山環状道路」の一部を構成するものである。

事 業 着 手 昭和４８年度

総 事 業 費 約５３０億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで

約８０億円（進捗率１５％）

再 ① 事 業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の 必 要 当該地区は、団地開発、大学設立並びに商業施設の立地等による交通量の増大によ

価 性 に 関 り、慢性的な交通混雑や交通事故が発生している。

の す る 視

視 点 Ｓ５５． ８ 団地開発（泉団地）分譲開始

点 Ｓ６３． ４ 瀬戸大橋(本州四国連絡橋 児島・坂出ルート) 供用,
Ｈ ３ ３ 山陽自動車道 岡山総社ＩＣ～倉敷ＪＣＴ間 供用

Ｈ ５． ３ 山陽自動車道 岡山ＩＣ～岡山ＪＣＴ間 供用

Ｈ ５． ４ 岡山県立大学、岡山県立大学短期大学部 設立

Ｈ ５．１２ 山陽自動車道 備前ＩＣ～岡山ＪＣＴ間 供用

Ｈ．９． ３ 中国横断道 岡山総社ＩＣ～北房ＪＣＴ間 供用

Ｈ１１．１０ 中国横断道 岡山ＪＣＴ～岡山総社ＩＣ間４車線化

イ)費用便益分析

道路事業に要する費用 道路整備による効果

総費用 ①走行時間

評価対象期間内 短縮便益 １５６４ 億円

＝整備期間＋４０年 ②走行経費

減少便益 １７０ 億円

総事業費 ５３０億円 ③交通事故

部分供用に要した事業費 ５４億円 減少便益 ６７ 億円

残区間整備に必要な事業費 ４７６億円

⇒現在 価値換算事業費 ３３２億円 総便益

① ② ③ １８０１ 億円(Ｂ)+ + =
①事業費 ３３２ 億円

②維持管理費 ３２ 億円

総費用① ② ３６４ 億円(Ｃ)+ =
費用便益分析の結果 Ｂ／Ｃ＝ ４．９

「費用便益分析マニュアル(案)による」

（H10.6.26付け建設省道経発第１４号通達）



一般国道１８０号

事 業 名 総社・一 宮バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
そうじゃ いちのみや

再 ① 事 業 ウ)事業の効果

評 の 必 要 中心市街地の活性化・・・中心市街地へ至る現道の混雑度の改善

価 性 に 関 都市圏交通円滑化の推進・・・現道の旅行速度が改善

の す る 視 良好な環境の保全・形成・・・騒音レベル（夜間騒音レベル）が改善

視 点

点 エ）事業の進捗状況

１．主な経緯

昭和４８年度 事業化（総社地区）

昭和６３年８月 都市計画決定（総社地区）

平成 元年度 用地買収着手（長良地区～窪木地区）

平成 元年度 工事着手（長良地区～窪木地区）

平成 ３年２月 都市計画決定（一宮地区）

平成 ３年度 事業化（一宮地区）

L=0.95km平成 ５年９月 ４車供用（長良地区～長良茶屋地区）

L=0.40km平成 ６年３月 ４車供用（岡山総社ＩＣ～長良地区）

L=0.40km平成 ８年４月 ４車供用（長良茶屋地区～窪木地区）

平成１０年度 事業再評価

２．事業の進捗状況

・工事の進捗状況

再評価時の工事進捗率は約９％であったが、用地買収が完了した区間より整

備を図り、平成１４年度末までの進捗率は約１１％である。

・用地補償の状況

再評価時の用地進捗率は約１１％であったが、用地買収を促進し平成１４年

度末までに約２３％の用地買収を完了している。



一般国道１８０号

事 業 名 総社・一 宮バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
そうじゃ いちのみや

再 ② 事 業 ・用地の進捗見込み

評 進 捗 の 現在 （市）窪木支線から国道４２９号(BP)間の用地買収を促進しており、平成１、

価 見込み ５年度末で概成する見込みである。なお、引き続き国道４２９号( )以西の用地買BP

の 収に着手する予定である。

視 ・工事の進捗見込み

点 現在 （市）窪木支線から国道４２９号（BP）間の文化財調査を促進しているとこ、

ろであり、平成１６年度より工事に着手することとしている。

③ コ ス ・扁平なトンネル断面を採用し、内空断面を縮小することにより、コスト縮減が可能

ト 縮 減 と考える。

や 代 替 ・耐候性鋼材の採用で鋼橋を無塗装することにより、コスト縮減が可能と考える。

案 の 可 ・建設副産物の発生抑制や再生材利用などにより、今後ともコスト縮減に努めること

能性 としている。

・また、①②の視点による再評価より代替案を検討する必要はないと考えている。

今後の対応 ・事業継続

方針 平成１９年度の（市）窪木線から国道４２９号（BP）間の供用を目指し事業を推

進する。

引き続き、４２９号（BP）以西の事業を推進する。



国道180号　総社・一宮バイパス

国道180号　総社・一宮バイパス

国土交通省　中国地方整備局



国道180号　総社・一宮バイパス

事業の概要

区間 岡山市楢津～総社市井尻野
延長 １５．９km
幅員 ２５～４０m
規格 ４種１級、３種１級、３種２級



国道180号　総社・一宮バイパス

現道の渋滞状況 (板倉交差点付近の渋滞状況)
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国道180号　総社・一宮バイパス

交通事故の現状

死傷事故件数の推移（バイパス並行区間）
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国道180号　総社・一宮バイパス

事業の整備効果
◆所要時間短縮

バイパス整備により
　
　　概ね半分の時間（14分短縮）で移動可能



国道180号　総社・一宮バイパス
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事業の整備効果
◆交通事故の削減

（現況はH13事故マッチングデータ、整備後は推計式より）
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総社市長良付近（供用区間）

バイパス整備に伴う通過交通の排除、安全な歩道の設置により、
　

概ね６割の死傷事故削減　　
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